
php.iniのアップロードサイズ変更 

Cocoonテーマ(親テーマの zip ファイル)インストール時に下記の表示が出て、先へ進めない。 

 

さくらインターネットは、php.ini設定でのアップロードサイズが 2Mに制限されているので… 

2Mを超える｢Cocoon親テーマの zip ファイル｣インストールができない。 

解決策は…https://strategy-conference.com/attract-traffic/seo/1383/ 

ファイルをアップロードする下記のタイミングで発生する 

 テーマやプラグインのアップロード 

 メディアのアップロード 

→アップロードファイルがサーバーの設定条件を超えたり、サイズが大きすぎてスクリプト実行時間の許容を超えた

りすることで「本当に実行していいですか／辿ったリンクは期限が切れています」と表示される。 

対処法は、サーバーの php.ini ファイルを変更 

php.ini とは、PHPプログラムの全体的な動作や環境を設定するファイルのこと。 

PHP の設定変更が必要な場合や、文字化けするプログラムの文字コード設定を変更したい場合などには、php.ini

ファイルの変更が必要 

php.iniのアップロードサイズ変更 -さくらインターネット 

http://www.coralreference.com/archives/1191 

WordPressで画像やテンプレートをアップロードする時、デフォルトは 2MBなので 20MBに変更する。 

さくらインターネットのサーバコントロール画面…「PHP言語に関する設定」より 

post_max_size = 20M 

upload_max_filesize = 20M を入れて保存する 

 

20M 
20M 

https://strategy-conference.com/attract-traffic/seo/1383/
http://www.coralreference.com/archives/1191
http://www.coralreference.com/wp-content/uploads/2019/04/php1-1.png


WordPressで何MBまでアップロード可能かを知るには、「メディア」の「新規追加」を見ればわかる 

 

 

※下記の通り、-1(無制限)を設定することができるが、この場合｢メディアのアップロード｣ができない。 

php.ini ファイルの、４つの項目を次のように変更します。 

1 

2 

3 

4 

max_execution_time = -1 

memory_limit = -1 

post_max_size = -1  

upload_max_filesize = アップロードしたいファイルよりも大きなサイズを指定 

レンタルサーバーを利用している方は、php.ini ファイルを各レンタルサーバーの管理画面から変更ができます。 

（レンタルサーバーによって上記の一部の項目が変更できない場合があります） 

 

⇒php.ini を編集すると、ドキュメントルート上に php.iniが新規に設置される 

 ⇒NetCommons2(コーラスレインボーとゆりの木ひろがるネット)のログインができない 

  ⇒ドキュメントルート上の php.iniを削除 

 

 

 

http://www.coralreference.com/wp-content/uploads/2019/04/php2.png

